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THINKING

生活や人生を豊かにする「学び」は
長期的な経済価値や持続可能な沿線づくりにつながる

座談会

これまで、他者と関わりを持ち、人生をより豊かにするための「大人の学び」を紹介してきました。
事例や有識者から得たヒントを振り返ると、沿線ではどんな展開が期待できるでしょうか。
「学び」の持つ意味合いや新たな可能性を踏まえて、座談会でアイデアを出し合いました。

実用的な目標達成だけではない
学びの新たな役割

近藤：今回の取材では、学ぶとは何だろ
うということを、改めて考えさせられまし
た。これまで社会人の学びと言えば、仕事
でのスキルアップや社会の変化に対応す
るための知識の吸収を目的とした学習、
つまりリスキリングだと思っていました。
　しかし実用性から離れたところで、知的
好奇心を満たす学び、人生100年時代に
自分らしく充実した日々を過ごすための知
恵を得る学び、あるいは人とのネットワー
クを構築するための学びなどがあるという
ことに、気付かされました。
松本：リスキリングでは、一定の期間で
目標を達成します。対して、「天狼院書店」
の講座や「いよココロザシ大学」の地域の
学びには、長い人生でつきあえる楽しみ、
「立教セカンドステージ大学」には学びか
ら人生を考える、といった長期的視点が
あると言えるのかもしれません。
村井：近年、自分の人生を主体的に考え
ていきたいという機運があるように感じま
す。働き方の多様化で、副業やフリーランス

関係性を築いていました。また、牧野さんは
「関係性の貧困」を問題にしていて、学び
は関係性をつくる役割も担っていると言っ
ていましたね。そして、3つ目は自分の考え
をまとめ上げ、知を生み出す主体になると
いうことです。立教セカンドステージ大学
では「書くことが人を育てる」と言っていま
したが、論文を書くとは、自分の論をつくる
ということです。
　社会学者の上野千鶴子さんは、「知を
生み出す知」があり、知を生み出す方法
や原動力を授けるのが大学だと言ってい
ますが、学びを後押しするとはそういうこと
だと思います。

学び続けるモチベーションは
達成感や成長実感

松本：取材からたくさんの方が積極的に
学ぶ様子がうかがえましたし、天狼院書店
の石綿大夢さんは、信用できる情報や学
びに対するニーズは高まっていると言って
いました。企業は、既にある学びへのニー
ズに対応していけばいいのでしょうか。
近藤：ニーズがあるとはいえ、まだ潜在的
な状態ではないでしょうか。私自身がそう
だったように、どういうことが学びなのか言
われてみないと分からない。リスキリングの
ように必要に迫られてではなく、人生や人
間関係を考えるための学びに一歩踏み出
すには、ステップが必要だと思います。
村井：天狼院書店は潜在的な学びへの
ニーズを顕在化し、最初の一歩を踏み出
せる良い例だと思います。「日本一話しか
ける書店」とおっしゃっていましたが、ス

といった選択肢が広がり、画一的なロー
ルモデルがなくなってきた。長寿化する社
会で、どう生きていったらいいのか悩まし
い。そう感じる人が増えた今の時代に、自
らの選択で生きるため、学びが新たな役
割を持つのだと思います。

互いに持っている知識を
共有するという学び

町野：私の世代では、「学び＝学校」とい
う認識が強くありました。ここでいう学校と
は、教わる側が進学や就職のための知識
を受動的に与えてもらい、教える側が一方
的に情報発信する場というものです。しか
し、東京大学の牧野篤さんから社会教育
について伺い、本来の「学び」とはより良く
生きることであり、他者と関わりをもつこと
なのだと思い至りました。
松本：立教セカンドステージ大学では、修
了論文執筆の際、受講生がテーマを自由
に定めるため、教授も専門外のテーマを一
緒に学ぶという話があり、一方的な知識の
伝達ではない点にはっとさせられました。
　また、受講生同士や学部生との間に世

タッフと話すうちに、ちょっとした悩みや気
になっていることについて学ぶ機会がある
と知る。しかも、そこはブックカフェという居
心地のいい知的な空間で、1日だけの講
座など、入り口がいろいろと用意されてい
る。多様な学びを、気軽に体験できること
は重要です。
　渋谷の店舗は、商業施設という人が行
き交う場所にあり、中の様子が見える構
えなのもいいと思います。
町野：まさに商業施設のようなオープンな
場所でトークショーをやっていると、つい
立ち止まって話を聞いてしまうことも。そう
いった場面に出くわして、それが契機にな
り、自分自身の内面も少し変わったという
経験があります。
加藤：学びの一端を可視化すると、学び
始めの入り口になるだけではなく継続にも

代差がある中で、互いに発見があるとい
う話、いよココロザシ大学の「愛媛につい
て知らなかったことに気付いた」という無
知の知、自分の現在地を知るという話もあ
りました。学びは、今の自分と社会や他者
との位置関係や距離に気付くことなので
はないかと思いました。
加藤：自分と社会や他者との間にある
のは、知識があるかないかということでは
なく、知識の内容の違いではないでしょう
か。20代の人たちが知っていて60代の人
は知らないこともあれば、その逆もありま
す。多様な人々がコミュニケーションするこ
とによって、持っている知識を共有してい
くことが学びなのかもしれません。
吉江：今回の取材を通して、何かを知っ
たり伝授したりするだけが学びではない
ということが、伝わってきました。では、学
びには何があるかといえば、1つ目は牧野
さんが強調されていたように、楽しみや自
己肯定感、達成感といった生きがいのよ
うなもの。2つ目は人間関係です。いよココ
ロザシ大学は、「人」を重視していました。
天狼院書店は受講中だけでなく、講座前
後の雑談などでスタッフと受講者の間に

つながると思います。例えば、習い事の教室
で発表会のような場を設けるのは、人に見
られることによる達成感が学び続けるモチ
ベーションになるからではないでしょうか。
近藤：学びには、ゴールや合否判定基準
というよりも、物差しがあればいいのかもし
れません。どのくらい上達したかを可視化
するのが、発表会のような場。成長したとい
う実感が継続につながるのだと思います。
加藤：学校教育や企業で行われる職業教
育は、評価がセットになっています。しかし、
本来の学びは評価されるものではなく、遊
びやコミュニケーションに近い気がします。
松本：牧野さんも、評価されることによっ
て学びへの抵抗感が生まれてしまう、楽し
むことが重要だと言っていました。ただし、
楽しいだけでは飽きてしまうので、単にカラ
オケで集まるのではなく、講座という形で
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歌の専門家に教えてもらうことがコツだと
いう事例を紹介してくださいました。学びは
楽しさと成長実感があるから継続できると
いう指摘は、非常に納得します。
吉江：学び続けると「unlearn」という学
びも出てくると思います。つまり、これまで
に培った知識や価値観などを一度捨て去
り、思考をリセットすること。学びの過程で
知識が増えるだけではなく、自分が今まで
考えてきたものとは違う、もっといろいろな
道筋や世界があったと気付く。それによっ
て今までの自分が少し変わるといった、カ
タルシスのようなことが学びの面白さでは
ないでしょうか。「learnしてきたこと」が、
一度「unlearnされる」プロセスが面白い
ので、unlearnの機会をつくれるといいと
思います。

駅が学びの入り口や
コミュニティの受け皿に

松本：では、鉄道会社は学びにどう取り
組めばいいのでしょうか。牧野さんから、買
い物難民のための乗り合いタクシーや居
酒屋バスの事例を紹介いただき、移動中
につくられる関係性に着目してはどうかと
いうアドバイスがありました。また、駅に高
齢者と子どもの交流の場をつくり、子ども
の親である現役世代を巻き込むなど、駅を
人々の関係性をつくる拠点にするというア
イデアもいただきました。他に、どのようなこ
とが考えられるでしょう。
吉江：建築家のレム・コールハースらが
設計したシアトル中央図書館には、椅子
が並ぶイベント会場が１階ロビーのあちこ

町野：沿線ごとに、特有の歴史や地理、
建物、店舗など他の沿線では代替できな
い資源がきっとあるはずです。とすると、そ
の沿線上の資源に対して興味関心があ
り、学びたいという共通の価値観でつな
がれるトライブマーケティングも可能です。
吉江：地域性を生かした拠点がつくれる
と、鉄道会社らしくてとても良いと思います。
燕三条駅構内には、地域の製造業のため
のビジネスマッチングやコワーキングスペー
スの拠点があります。これを学びの切り口で
やってみるようなことは、どうでしょうか。
　一方で、人々が興味を持ってくれそうな
講師をキュレーションして呼ぶ、ということ
も考えられます。そうやって、魅力的な人
が集まる駅をつくるというやり方です。
松本：天狼院書店で書籍は、学びへの
入り口としての媒介になっていますし、いよ

ちに設けられています。少し遠目になりま
すが、お金を払わなくてもそこでやってい
るイベントが見える状態になっています。
　駅ならば人の往来が多いですから、よ
り多くの人の目に触れる。なるべくオープ
ンにして、学びのきっかけになる空間をつ
くることが考えられるのではないでしょう
か。そこに加わりたいと思わせる風景をつ
くる。学校の教室のようにずらっと並ぶ席
に人が静かに座っているのではなく、もっ
とカジュアルな状態をつくって見せるとい
うことです。
加藤：地域の学びたいニーズを顕在化さ
せる場として、駅を捉えられそうですね。
近藤：カルチャースクールという学びの
場がある駅ビルもあります。今回の取材で
は、刺激し合い、プロセスを共有できる仲
間がいることが重要で、だからこそ学びが
継続するのだと分かりました。なのでカル
チャースクールの場合、駅ビルは場所を貸
す役割ですが、もっと積極的に取り組んで
もいいのかもしれません。
　例えば、立教セカンドステージ大学が
同窓会組織をサポートしているように、駅
ビルがカルチャースクールの受講生やOB
のコミュニティを取りまとめる事務局的な
動きをする方法があると思います。そうして
駅ビル内のカルチャースクールとの関わり
を一歩前進させてみると、沿線でのコミュ
ニティづくりのあり方や地域からの視点に
も、変化があるのではないでしょうか。
松本：立教セカンドステージ大学の修了
生からは、「終わってからが面白い」という
声があるとのお話でした。鉄道関連企業
が、カルチャースクール利用者の受講後の

ココロザシ大学学長の泉谷さんは、本業
の映画のロケハンをしながら講師を見つ
けていました。沿線上で学びを後押しした
り、先生を探したりする際も、このように別
の何かをフックにするといいのではないで
しょうか。鉄道会社やグループ会社も、沿
線の情報誌の制作やテナント誘致などで
情報を集めていると思いますので、その情
報の集積を学びという切り口で編集し直
してみるのもいいかもしれません。
加藤：学びは、互いが持っている知識を
共有していくこと。そこには、人と人がつな
がるコミュニティが必要です。人が集まる
鉄道沿線はその意味で最も適した場所で
あり、地理や歴史などコンテンツもたくさ
んあります。学びはコミュニティをつくり、そ
して人々の生きがいにもつながるのです
から、持続可能な沿線づくりにぴったりで

受け皿をつくるとすれば、長い目で見て、沿
線まちづくりの一助になりそうです。

知をベースに魅力的な人が
集まる沿線をつくる

村井：いよココロザシ大学のように、「誰で
も先生、誰でも生徒」という状況を沿線で
つくっていくことも面白いと思います。沿線
には、さまざまな人たちがいます。例えば、
すごいキャラ弁を作るノウハウを持ってい
る人がいるとして、そんな人材をどう発見
して、どう先生になってもらえばいいのか。
うまくチューニングし、マッチングすること
が必要でしょう。
加藤：その人が持っているノウハウをカリ
キュラムに落とし込めれば、まちの人々を
先生にすることも可能だと思います。その
場合、いよココロザシ大学のように、鉄道
関連企業がコーディネーターとしてカリキュ
ラム化をサポートできるといいのではない
でしょうか。
村井：鉄道はマスの交通ですから、何か
をやるときには、どうしても規模が大きくなっ
てしまうのですが、人のつながりをつくるの
に適した小さなスケールで、地域で深く豊
かに学び合える状態を目指すといいですよ
ね。今は、グローバルな著名人から、高度
な専門知識をオンラインで学ぶことがで
きる時代です。しかし、同じまちに住む人
から身近なテーマで学べると、地元に対す
る共感もあって学びへのハードルは低くな
ると思います。そんな学びの拠点が沿線に
あれば、何が学べるかで沿線ごとにブラン
ディングすることも可能だと思います。

すよね。ぜひ、積極的に取り組んでいくと
いいと思います。今後、人口が減少し社会
の長寿化が加速していく中で、学びの価
値はますます高まっていきますから、社会
教育を行政だけに任せるのは、地域財政
的にも難しくなっていく。民間企業である
鉄道会社がそこに投資していくことは、大
きな意義があるのではないでしょうか。
町野：目の前の経済的な損得だけで考
えると一見遠回りに見えることも、結果と
して経済的なインセンティブにつながって
くる、ということがあります。取材を通じ、
学びは沿線で生活する人々がより良く生
き、他者との関わり合いをうまく持つため
にも、極めて重要だと思いました。こうした
観点からも、学びというものは、持続可能
な沿線づくりにつながり、鉄道会社の経
済的価値にもプラスになると考えます。
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　東京メトロ四谷三丁目駅から徒歩4
分、落ち着いた大人の街・新宿区荒木
町にたたずむ「サイエンスバー インキュ
ベータ」。店に入るとビーカーや顕微鏡、
模型などがずらりと並び、まるで実験室
のようです。実験器具はすべて研究用
の本物。食器は使わず、グラスにはビー
カー、取り皿にはシャーレ、箸の代わり
にピンセットが渡されます。
　メニューも科学にまつわるユニークな
ものばかり。破砕したイチゴの果肉にラ
ムを注ぐと、エタノール沈殿という現象
が起きてDNAが浮かび上がる様子が
観察できるカクテルは、目でも舌でも楽
しめます。試験管に注いだワインの飲み
比べセットも、ソムリエの資格を持つ店
主よりすぐりのワイン赤白8種が楽しめる
人気のメニュー。仕入れにはコストをか
けて味にこだわり、フードにも力を入れ
ています。
　カクテルを作る際には、液体を超微量
の単位で量るマイクロピペットという器具
を使用。「レシピの“再現性 ”を高める
ためです。研究者の気質ですね」と笑う

のは、白衣姿でカウンターに立つ店主
の野村卓史さん。元々、生命科学の研
究者で、血管の病気に関する遺伝子研
究をしていましたが、退職して2014年に
この店を開きました。「研究業界の人間
関係は専門外に広がりにくく、もったい
ないと感じていました。研究者もそうで
ない人たちも顔を合わせる場があれば、
と思ったんです」。また、科学への愛も開
店理由の一つ。「生物の組織を顕微鏡
で拡大すると感動するほど美しい。その
感動を酒の肴にして誰かと共有したい
んです」と、目を輝かせます。
　荒木町は周辺に研究機関が多く集ま
る場所。研究者の来店を見込んで、ここ
を選んだのだとか。来店客の男女比、
文系・理系の割合はともに半々で、年代
は大学生から50代と幅広いですが中心
は30代。近隣の店と比べて年齢層は低
めです。野村さんは来店客同士のコミュ
ニケーションツールとして、「研究者に何
でも聞いてみるノート」を置いています。
ワクチンや地震など身近な関心事への
疑問や人生相談に、専門的な知見から、

ScienceBar INCUBATOR
本物の実験器具でこだわりのカクテルやフードを。

研究者もそうでない人も、科学を知る感動を肴
さかな

に酒を酌み交わすバー

取材・文／中村さやか

時にユーモアも交えた返答が書き込まれ
ています。店内が科学ネタで盛り上がる
こともしばしば。鳥類の研究者が飛翔
の仕組みを解説すれば、居合わせた流
体力学の専門家が羽の空気抵抗につ
いて説明を加え、その場のみんなで感
心したこともありました。また、理系の人
材を探す来店客に研究者を紹介したり、
常連客同士で科学施設の見学に行った
りしたこともあったそうです。
　英語で生み出すという意味合いもある
「インキュベータ」。分野の違いや知識
の有無に関わらず、科学への好奇心のも
と、ここに集まりお酒を酌み交わせば、学
びもコミュニケーションも深まっていきます。

DATA
東京都新宿区荒木町7番地 新駒ビル1階
https://www.incubator.sc/

1. 所狭しと実験器具が並ぶカウンター。昆虫の標本
や科学に関する本、論文を眺めて楽しむことも

2. オリジナルカクテル「DNA」。エタノール沈殿には
強いアルコールが必要なので、75度のラム酒を使う

3. ピンセットと実験用のハサミで一口大に切り、アル
コールランプで炙って食べる「乾き物盛り合わせ」

文／髙梨輝美　イラスト／松橋てくてく
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旅行中も、トレーニングは休まない

　都内で働くKさんの楽しみは、音楽のライ
ブイベントへ行くこと。年に2〜3回は、一人
で地方のライブハウスや音楽フェスにも足を
運びます。ライブの翌日は観光もしたいので、
大抵は2泊3日の旅程です。ライブのチケット
とホテルだけを予約して、あとは現地で気の
向くままに行動するのがKさん流。ただしKさ
んにとって、旅行中でも欠かせないのが、ジ
ムでのトレーニングです。
　普段から通っている、筋トレマニアたちが
集うジムの系列店を旅先でも利用します。旅
先でのトレーニングは、新鮮なロケーション、
初めて使うマシンなど、「新しい発見がある
からめちゃめちゃ楽しい」とKさん。自分と同
じように黙々と筋トレに励む体格のいい地元
の利用客を観察していると、刺激をもらえてト
レーニングのモチベーションも上がるそうです。

筋トレの後は、街へと繰り出す

　Kさんが筋トレを始めたのは10年前の大
学生の時です。それ以来、筋肉量を増やして
「でかい体をつくりたい」と、週５日のジム通
いが習慣になりました。「ずっとやっているから、
やらなきゃいけない感じ。休むと体が落ち着
かない」とKさん。
　旅先では、いつも19時くらいから2時間ほど
ジムで過ごし、それから遅い夕食のため街へ。

混雑するディナータイムを避ける狙いもあるそ
うです。「観光地では贅沢しよう」と決めてい
るので、地元ならではの店を探し、夕食だけ
でなく、朝と昼も街で食事をします。
　チケット代を除いて10万円ほどが1回の
旅の予算。旅先での移動は「トレーニングで
負荷をかけるのに坂とかを歩くのはちょっと
だるい」ので、タクシーをよく使うと言います。

自分のペースで楽しむ観光地

　日常生活でも、混雑した場所が苦手なKさ
ん。観光地の楽しみ方にも、Kさんらしさが
見えます。先日は京都でのライブの翌日に早
朝の清水寺を訪ねました。朝陽を心地よく浴
びながら、誰もいない階段をのんびり上った
そう。いつも人混みの名所で朝の静かな景
色を味わい、「自分だけの体験という特別感
があった」と言います。東京にいるときも、人
のいない早朝の荒川など、自分しか知らない
穴場スポットに出かけたりするそうです。
　一方、大阪では以前、ライブの翌日に雨が
降り、予定していたテーマパークへ行くのを
止めて、日がな一日ホテルでスマホを眺めて
いたのだとか。旅のメインイベントはライブな
ので、特に気落ちすることもなく、夜はいつも
通りジムで汗を流したそうです。
　旅先でのKさんは、事前に計画を立てて名
所を次々に巡る一般の観光客と異なり、日課
を崩さず、自分のペースで楽しんでいました。

やらないと
落ちつかない……
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いま注目したいユニークなリアル店舗
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